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 [授業の概要・目的]
　高度情報化社会である今日，至るところに蓄積される大量のデータを解析するための科学である
データ科学は，学術全般・産業界のみならず日常生活の至る所に大きな変化をもたらそうとしてい
る．データ科学の根幹である情報学・統計学・数理科学に対する基本的な理解，特に基礎的な数学
の素養は社会を支える広範な人材にとっての基礎的な教養となりつつある．
　本講義は，データ科学における理論と技術に必要な基礎数学の中で，線形代数，距離空間，統計
的推定に関する内容を理解することを目的とする．数学理論としての完全な体系よりも，データ科
学へ応用することを重視する．また，文系学生が受講可能なように高校での数学IIIの知識を仮定せ
ず，必要が生じれば，その都度補う形で進める．

　

 [到達目標]
　線形代数，距離空間，統計的推定がデータ科学にどのように用いられるか理解する．数学的理論
だけでなく，実際の計算方法についても習得できるようにする．

 [授業計画と内容]
次の内容について解説する予定である．
1．導入～線形代数，距離空間，統計的推定とデータ科学のつながり（1 週）
2．線形代数（5～6 週）
（データからn次関数を補完する，ベクトル，行列，テンソル）
3：距離空間（3～4 週）
（データの主成分，距離と内積，L1距離:京都の街中での距離，Lebenshtein距離:遠い親戚より近く
の他人）
4：統計的推定（3～4 週）
（2元分割表からの推定，条件付確率，サイコロの1の目が出る確率，最尤推定)

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点（レポート課題提出）(１０点), 小テスト（３０点），定期試験（筆記）（６０点）

 [教科書]
授業中に指示する
担当者が独自のテキストを作成し，KULASISを用いて電子的に配布する予定．
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数理・データ科学のための数学入門Ｉ(2)

 [授業外学修（予習・復習）等]
ほぼ毎週出演習問題を出題するので，レポートとして提出することで，平常点評価とする．

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


